


特別講座設立の背景
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国内：電力分野の人材基盤について課題が顕在化

✓需要の伸びの鈍化に伴う電力分野の成熟感、大学における
学問分野多様化など複合的要因で電力分野の人材の減少

✓ベテラン層が引退の時期

✓電力システムの変革期 ： 同期機→インバータ電源

電力システムの将来を見据え、

✓「解決していかなければいけない課題は何か」、「現状何が行
われていて何が行われていないのか」の明確化

✓国を挙げた産学連携の取組み、人材が持続的に輩出される
仕組みの構築



https://shin-keitou.w.waseda.jp/
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特別講座の体制
NEDO／STREAM事業で、系統解析による研究開発を担当する事業者を拠点
2024年11月に採択・活動開始
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SHIN系統の体制・活動概要

5拠点と協力機関が推進する取組に、賛同者が自主参加

✓協力機関 ：

✓様々なチャンネルによる発信により500名を超える登録

主要な活動

✓将来の電力システム像の議論、必要な研究開発・検討事項
の議論のツールとして“Compass”を策定

✓コミュニティ形成・人材育成活動の推進

ワークショップ、研究会、セミナー、講座の開催

✓オープンイノベーションの実践 成果の公開・共有の推進

オンラインオープンプラットフォームGitHubの活用
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Compass 1.0
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送電レベルで求められる研究開発
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第3回（2025年7月22日＠早稲田大学） 第4回（2026年4月17日＠早稲田大学）

✓ イベリア半島停電事象、過去の経験、事象
の検討、対策など3件の講演

✓ パネルディスカッション
✓ 参加者：対面83名、オンライン123名

✓ 東京電力パワーグリッドの講演
「電力システムの安定化に向けて」

✓ Compassに関するグループディスカッション
✓ 参加者：対面68名、オンライン33名
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GitHubスペースの活用

✓モデル電力系統と解析事例
の掲載

モデルはオープンへ

✓電力システム関連の最新文
献を日本語で共有

✓国際的な研究動向の把握

✓参加者による議論と知見の
交換
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SHIN系統 その他の活動

欧州Horizon Europe事業「RISEnergy」において、産総研の研究
インフラ（RI）「HILテストベット」を利用した、欧州事業のRI人材
エコシステムプログラムを2件採択

✓ KEMA（蘭）、WSP UK（英）、キプロス工科大学（キプロス）

「PHILを活用したGFMインバータのデジタルツイン構築」

✓シュトゥットガルト大学（独）、フランホーファーISE（独）

「GFMインバータの日独比較検討」

国際活動で活躍する人材の育成（CIGRE、IECなど）

✓CIGRE国内対応分科会（C1）とタイアップによる文献の抄訳

若手とベテランメンターの合同作業・勉強会

✓ ＩＥＣ ＴＣ８（電力供給システム）等へＣｏｎｖｅｎｏｒ、Ｅｘｐｅｒｔを輩出

SC8A JWG5 （GFM技術と応用）、SC8C WG3（電力安定化装置のHIL
試験）、SC8C WG8（慣性管理）など
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今後の展開・課題

引き続き、ワークショップ・研究会・セミナー・講座の開催を通じ
ベテラン・若手のコミュニケーション、人材育成を推進

ワークショップにおける議論等によるCompassの改定

必要な研究の産学共通認識構築方法の確立、未実施研究の
特定と実施のスキーム構築

モデル系統の作成と共有

持続的活動へ
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SHIN系統へのご参加をお待ちしております！


